
 

 

                                               

この度は、審判部の世界に足を踏み入れて下さり、                                                   

                                              心よりその勇気と向上心に感謝いたします。                      

                                            最初は選手や応援の人達のジャッジに対する非難や                  

誘導する声が耳に入りがちですが、決して周りに左右されず                

                                            自分の判断に自信を持ち、堂々とジャッジをして下さい。                

                                                 また人間ですから時には間違いもします。                    

間違ったと気づいた時点で即座に認め、訂正して頂ければ結構です。             

                                            常に「公平な立場」を念頭に置き、コートにいる選手が                  

                                               気持ちよく試合ができる様、取り組んで下さい。                    

                                         不明な点や疑問点などありましたら、遠慮なくお問い合わせ下さい。            

                                         至らない点が多々あるかと思いますが、何卒よろしくお願いします。            

                                                                                       

                                                                                               

                                                                                               

                           知っておきたい審判部員のいろいろ          

            その１．審判員として試合に参加するまでの流れ                         

                                                                                                 

     ①試合を主管する各連盟・協会から審判員要請があった場合、                                              

      チーフよりメンバー各自に参加の有無を問うメール、もしくは                                           

      ラインなどによって動員をお願いします。 

                                                                                                  

     ②都合が付いて参加できるなら「参加」、ムリなら「不参加」と                                                   

       必ず期日までにチーフに返信して下さい。                                                        

                                                                                                 

     ③「参加」と返信した時点で「あなたの参加は決定！」です。                                                    

当日の集合時間や服装など未定の場合は決定次第、                                                       

詳細連絡を入れますので暫くお待ち下さい。                                         

       ＊参加者多数の場合まれにお断りする場合があります。ご了承下さい。＊                                                                                          

     ④いざ！当日！経験などを考慮してムリのない担当から配置されますので                                        

       安心して下さい。そしてどんどん経験を積んでスキルを上げて下さい。                                         

                                                                                              

           その２．試合当日のちょっとしたこと                                 

                                                                                            

     ■ 当日持参するもの（あると便利なもの） ■                                                          

                                  

     ①印鑑   ／当日の行動費の受領に必要です。必ず持参下さい。                                            

     ②時計   ／会場によっては時計が見えない場合がありますので                                            

              スコアシートに時間を書く際に手元にあると便利です。                                           

     ③消しゴム／スコアシートに書いた選手の目印やメモを消すのに便利です。                

              基本、エンピツに付いてますが、自前で持っていると何かと便利です。                                 

                                                                                           

            その３．やっぱり自信がないわ・・・と尻込みしちゃうあなたへ                    

                                                                                           

     大阪レディース連盟の審判部として必ず参加して頂きたいのは「国際親善大会」です。 

     ぜひ、それまでにある、数々の試合に参加して経験を積み、国際親善ではビシッ！とクールに「主審」を務めて頂きたい、           

     と切に切に願っています。ただ、やる気はあるけど都合が合わずに経験値を上げれなかった・・・はたまた                    

     まだまだ自信が持てないわ・・・・というあなたの為に特別研修日を設けています。ぜひ参加して下さい。                      

                                                                                           

                レディース個人戦最終日（日程は要覧参照下さい）、他、別研修もあります。別紙参照下さい                                 

                                                                                             

                                                                                           

                                               

                                        

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              


